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（7）鋳物工場周辺の大気汚染訴査
1覇　雲

キュポラ排ガス中のはいじん規制ほ、昭和37年「ばい煙の排出規制等に関する法律」が制

定され、さら把昭和43年「大気汚染防止法」が制定され、キュポラ排出はいじん量を2ダ／Nガ

以下におさえることが決められた。この頃から鋳物工場でも集じん装置を取付け、はいじんの排出

を防止しょうとする気運が高まってきたが、さらに昭和46年6月、表1に示すごとく非常把きび

しい排出基準に改められた0また県条例対象キュポラについても同表下欄庭掲げる排出基準が設定さ

されキュポラ把よる大気汚染の牽滅措置が法的に整備された0

表1．キュポラはいじん排出基準

一般排出基準 特別撲出基準
規 制 対 象 キ ュポ ラ

規 制 対 象 区　　　　　　　　　　 分

法

対

象

羽口断面

積 0．5 7ば

J；し［のもの

排出ガス量 4 0，0 0 0 N 正／b r 以

上 のもの
0 2 伊／N ガ以下 0 1 伊／N ガ以下

排出ガス量 4 0，0 0 0 N ㌦／ h r 未

満のもの
0．4 才／N 正也下 0 2 伊／N 扉以下

条
例
対
象

羽口断面

蹟 0．3 戎

j主し沙）もの

0．4 伊／N ガ以下

S．4 7． 1． 1 現在設置又は設置工
事が行なわれているもの

0．8 伊／N 〝㌔以下

u

このような法律や条例の施行される直前における鋳物工場およびその周辺の実態を調査し、今後

の枚術指導のための基礎資料を碍ようとLで本調査を実施した。

2．調査年月日　　昭和46年2月・6月

3．調査場所　　蕨石塚越　日本鋲鉄管株式会社　工場内および工場周辺

4．調査項目　　　キュポラ排出はいじん量

浮遊粉じん量

有害ガス濃度

5．調査方法

（1）はいじん量の測定：水産式除じん装置入口および出ロにおいてJISZ8808の方法によ

り石英製円筒ろしに摘集した。

（2）排出はいじんの重金属の分析：円筒ろし捕集はいじんを低温灰化乳塩乳過酸化水素抽出、

－121－
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直接法により原子扱光光彦法把より求めた。

（3）浮遊粉じん：携帯用デジタル粉じん計で相対濃度を、ハイポりウムエアサンブラーで重量漂

産を測定した。

（4）有害ガス：北川式検知管で相対濃度を調査した。

6．調査結果

（Ⅰ）キュポラ排出はいじんの調査

イ．キュポラ規模：25t／E水冷熱風式キュポラ

ロ．集じん方式：水湊式除じん

ハ．集じん機構：キュポラ本体材料殺人口下部より排ガスを］00％吸引、再燃焼室で熱交換

利用後ウエットキャップ方式の水溶除じん後排気。

ニ．操業条件

キュポラ送風量　330N加シ／■皿iロ

原料配合割合　　鋼　く　ず　　　60％

銑　　　鉄　　　30％

故　　　銑　　　10％

上記配合原料に対し

フェロシリコン　　2．0％　　コークス12・0労

石　灰　石　　　3．5％

ホ．汎足結果　図1中水湊除じん装置入口および出口の各位置で流速、排ガス、温度、水分、

はいじん量、有害ガスの測定を行なった結果を表2に示す。

即ち、水湊式除じん装置の集じん率は約47％であり、かかる集じん方式では法の規制以

内に排出はいじん量をおさえることは困難である。ちなみに、本キュポラから排出されるほ

いじん量ほ、排ガス量及びはいじん慮定から、1時間当り約64kクが排出飛散しているもの

と推定きれる。また、排出はいじんの重金属組成は表3のとおりであり、鉄、亜鉛、マンガ

＝ン、森等がかなり高濃度で排出されていろことがうかがわれた。

（2）工場内労働環境および周辺環境調査

イ．工場内における調査薦果

図2に示す測定点で測定Lた結果は表4のとおりであり、労働環境基準あるいは、労働環

境有害物質抑制目標値に比し、低い農産であった。

ロ．工場周辺調査結果

図3把示す地点において調査した結果は表5のとおりであり、デジタル粉じん計を用いて

－122－

暫

臥

監

賢

至

乏

賢

妻

も

竃

賢

…

至

l

　

し

　

■

　

　

！

　

丁

■

■

1

．

、

．

．

－

＼

t

●

▲

－

＋

．

t

ト

　

■

‘

■

■

．

ヽ

▲

．

＿

▼

▼

t

　

：

■

一

・

●

　

■

　

■

l

i

′

■

＝

亡

■

－

L

■

　

■

　

1

・

‥

・

■

・

・

－

－

‥

－

　

▼

－

－

」

・

－

・

し

　

■

・

　

▲

　

‥

　

…

・

－

‥

－

■

・

、

∵

′
．
．
■
t
し
＼

ニ

ー

▲

…

‘

享

≡

l

を

E

「

…

き

車

重

」



小
策
d
朴
已
○
）
∽
N

観
親
政
或
K
も
只
義
恥
策
d
せ
　
一
区

宣量濃

■
㌢
∴
ト
＝
い
．換交丸い

訂・・
は

　

の

る
　
　
1
も

、

し

　

　

一

－

・

か

弔いて



．
ト

／一‾ヽ

＞・

田 ■せ 田 巳

くエl 田 ぐつ くニ〉

「コ
くわ しD 小】 田

U r－1

T・・■

ぐつ

▼・－」

1寸l 田

L〔つ 田

ロつ

巳 田

⊂コ
【＝
n

n

Z 0 〇
r・づ

田
I・・」

し1
、亘1 ロつ

田
田
田

田

」ノ

肇

惑

U Uつ
田 くエI

田 田

ぐつ

コ
Cく〉 0〇

田 田

t＝⊃ ぐ一つ トー （Yつ
曙

胡

榊

U ロつ 旦

「■

亡－ 卜・

J⊃
U⊃ （＝⊃ ヒ→

⊂n 田 し〇 L〈つ
Q 乱† 亡－ ■寸 （エ） （エ）

べ

L」

′・ン
空

田 ▼■・・」 ▼－イ

ロつ
⊂） 1＿1〇 くエ〉 ‾寸

⊂）

ロ ー→
呂 ×

亡つ し：〕 ⊂つ 1てr

亡つ くエ） 田 田 Llつ
⊂⊃ ▼・－づ r イ ⊂n 田

G ▼｛
N X

r・」 田 r・づ

ぐつ トー し⊂】 ■寸 同

⊂） 0〇 亡■－ （エ〉 ⊂⊃
心 ▼－■

h X
r■

田 ▼－」 田

竃

＞
Uニ 巳 田 巳

▼・・■ ⊂プ T■

⊂〕 ⊂プ ⊂＞ ⊂）

ー⊂J
0〇 田 ト■ ナ・■1

U
田 田 ▼」 田

く⊃ ⊂） く⊃ ⊂〕

田
uつ 「弓1 田

之
四 田 N 田

（＝） ⊂） ⊂⊃ ⊂⊃

Lィ
U ⊃ （コ⊃ uつ ⊂）

U U⊃ 一打！ 巳 Cq

∈

）

く＝〕 ⊂） く＝） ⊂⊃

：コ
田 く．ご ぐつ （エ〉

瑚

壬 【

U 田

（＝）

しq
田

田

T－1

巳

▼←1

Jコ
L！⊃ ▼■ 仁一 日

詰

哩

h 〔：⊃
田

田

勺1

▼■
田

しrつ
田

†‘」

0 〇 巳 巳 l　 t卑

嘩

欄

q〇 （．⊂） ⊂） ・⇒1
ヨ 仁一 ▼－イ

▼｛

田 田

⊂

田 く⊃ ⊂⊃ 6

田 田 く♪ ▼■
N 田 ∝） 「せ ▼・■イ

田 田 田 ぐつ

qJ

⊂） ⊂⊃ l＝⊃ ⊂）

丁－■ T・■ く＝） ▼・・1
h ∝） 田 ▼・－」 （．C

巳 ロ ロ ■寸

琶

曙
朝
囲
Q
べ
？
ノ
怒
玉
葱
l
卜
策
膏
舟
．
の
膳

騨

蜜

‖

1

瓢

堆

べ

L〕
盤

≒

夏コ

竃

時

べ

て」
盤

≧ミ

咽　 二 t

⊂） 一＝〕
ベ　　 土 （＝） ⊂⊃
矢 ⊂⊃ Uつ
　 匹
芸 き

0〇

T■

日

r■

′■、

韻

）

K

：R

駆

β
凹

C†つ
⊂）
⊂）
（＝）

l

国

Z

】

国

⊂）
⊂）
⊂⊃

司
C I

⊂〕

ナ■
r■ロ

日

（：‡）q

〔－
梓 U

○
U

一寸l
くエ）

d

田

〔：）
⊂⊃
国

⊂⊃

ぐつ
こ⊃
く＝〕国

⊂⊃

雫

国

督

計

田

⊂つ

田

r■

〔Yつ ⊂） 日

）
嘲

べ

琶 ロつ （＝〕

田 【「 ▼・■

て」

匂
うJ

琶

I・・・」

ぐ弓 田

田 ▼・・－」

琶
てつ 田

密 （　竣

L亡〕
⊂⊃

t ⊂）
しD

　 ＞
者 ）

r■ 田

亜　 （

しD ⊂） ⊂〉 ⊂）
！J †・・・■ く」〇 ⊂）

　 ）
東

CO （：0 M　　　　 ぐつ

　 ′‾■■ヽ埋　 岩 亡・－ 0〇 ▼－イ I→
⊂） 田 （プ⊃ I－■

鴬　 箋 I・・－l ▼・－1 I・・1

恨 坦

衰 弱
■・■ 田 田 、寸l

（
坦
慌
甲
？
讐
こ
冨
こ
畠
垣
）

咲
怨
恨
r
短
K
矢
藁
恥
策
正
村
．
N
膳



］
l



▼1

モ
■
弓
才
－
▲
÷
　
（
　
【
1
1
」
－
．
さ
　
　
　
　
√
ノ
1
L
】
　
－
ユ
▼
・
　
ミ

j
L
も
　
、
宅
－
■
」
－
】
〓
　
「
（
．
で

⊥
．
　
「
－
r
r
　
て
ヽ

－

呈

；

一

メ

吉

：

■

　

・

・

1

」＿、

表4．工場内環境調査結果

測 定点 ノ筋 測　 定　 場　 所 調 査項 目

測　 定　 結　 果
労働 環 境 基 準

又 は 抑 制 目標値
ロ 2 平　 均

1 溶　 解　 詞　 質

粉 じん

（応グ／ ガ ）

1．5　　　　 2 ．4 2 ．0

1 0 喝 カ ㌔

2 小 菅 鋳 造 （1） 2 2 1．5 1 9

2．2 1．6 1．93 〝　　 （2）

4 〝　　 （3 ） 9．9　　　 5．5 7 ．7

j
4 ．9 8 ．5

1．1 1 ．4

2 ．2 4．9

1 2 ■ 2 ．2

6 7

1．3

3 ．6

1 ．7

5 大　 管　 鋳　 造

6 前　　　　　 炉

7
小菅 仕 上 （；三 言 トグ ）

8 〝　 （切 削 ）

2 ．4　　　 2 ．49 大 管 仕上 （外 型 ）

2 ．0 2 01 0 〝 （集 じ ん機 出口 ）

1 1 キ ュポ ラ投 入 口 C o

（p p 皿）

5 7 6

6 0 6 01 2 ／j、 管　 焼　 鈍

1 2 〝
S O 2

（p p 皿）
5 5 5 5 p p 皿

1 3 ／j、管仕 上 （熔 接 ） N O 2

l‾（p p 皿）

1 1 1

5 p p 正1

1 4 大 管 仕上 （熔 接 ） 1 1
ロ

1 5 ／j、管 仕 上 （塗 装 ） トル エ ン

（p p 皿）

1 5 2 0 1 8

2 0 0 p p 皿

1 6 大管 仕 上 （塗 装 ） 　 4 0
】

2 0 3 0

ノJ＼管 コーテ ング フ ェ ノー ル 0．1 0．1 0．1

5 p p m
1 7

1 8 大 管 コ ーチ ング （p p 皿） 0 ．1 0 ．1 0．1

荘　抑制目標値の数値ほ、ACGlf［－1969（An1erican Conferance of

GovermentalIndustria上　Hygienists）による。
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表5．工場周辺調査結果

調　 査 キ ュ ポ ラ か キ ュ ポ ラか 粉 じん 量 （呼 ／ ガ ） 亜 硫 酸 ガ ス

　 l

備　 考

地　 点 ら　 の 距 鮭 ら　 の 方 向
デ ジ タ ル

瀞 じ ん計
H ・Ⅴ （p p m ）

A 1 8 0 7花 N 0 、1 7 0 ．1以 下 風　　　 上

B 8 0 N N W 0 ．1 1 0 ．3 2 〝 〝

C 5 0 0 N N W 0 ，2 1 〝 〝

D 5 （＝） W Ⅳ W 0．1 3 〟 〝

E 1 2 0 S W 0 ．2 4 〝 風　　　 下

F 1 2 0 S S W 0 ．2 5 〝 〝

G 2 2 0 S S W 0 ．2 3 〝 ／／

H 2 7 0 S 0 ．1 6 0 ．4 8　　　　　　　 〝 〟

6 3 8 0 S 0 ．1 2 〝 〝

J 5 0 0 S 0 ．1 3 〝 〝

K 8 0 0 S 0 ．2 3 〝 〝

も 1 ，0 0 0 S 0 ．2 8 0 ．5 1 〝 〝

M 1 3 0 S S E 0 ．1 7 0 ．4 7 〝 〝

N 1 8 0 S S E 0 ．2 3 〝 〝

0

P

5 0 0 S S E 0 ．2 2 0 ，5 2 〟 〝

1 3 0 S E 0 ．1 7 〝 〝

Q 1 2 0 E 0 ．2 0 〝 〟
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測定した浮遊瀞じん相対濃度は、キュポラからの距離2－00？花以内の風下および800m～

1，0007aの風下地点で、やや高い濃度を示した。またハイポリウムエアサンプラーを用い

て重量顔度を測定した結果は、風上地点に比し、風下地点ほ、それぞれ高い濃度を示した。

このことは、工場内の発じんおよびキュポラ排ガス中のはいじんによる影響ではないかと考

えられる。

7．　まとめ

（i）工場内有害ガス濃度は、ACGIHの抑制目標値以下であり、労働環境管理上、大きな問題

ほないものと思われる。

（2）キュポラ排出ガス中のはいじん量ほ、1．7伊／Nガであり、1時間当りの排出量は、約64

極となり、周辺環境汚染に、ある春慶の影響を及ばLているものと思われる。
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